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　①心のかよい合う学校 　仲良くかかわり合う子 　児童の心を育てる教師

平成    年度　学校評価計画表 小学校
　　　　学校教育目標 　　　　心 豊 か で た く ま し い 子 供 の 育 成

郷土を愛し、明るい社会を築くための思いやりのある豊かな心と、主体的に学び合う学習や生活ができる、心身ともに健康なたくましい子供を育成する

　 目指す学校像（ビジョン）　　　 　　　　　　　　児童がわくわく心はずませ、いきいき活動し、にこにこ笑顔あふれる学校
【めざす学校像】 【めざす子ども像】 【めざす教師像】

　②学ぶ喜びのある学校 　がんばりぬく元気な子 　自ら学び続ける教師
　③個がいきいきと輝く学校 　伝え合い学び合う子 　児童・保護者・地域の願いを受け止め、ともに育つ教師

領
域

中期経営目標 短期経営目標 具体的方策

２領域において実践研究を行う。 １領域について言語の力がついたと思う児童が８０％以上である。

④地域・家庭に開かれた学校 感謝の心をもつ子

評価指標・評価基準
努力指標 成果指標

３領域１事項において実践研究を行う。 ３領域について言語の力がついたと思う児童が８０％以上である。

３領域において実践研究を行う。 ２領域について言語の力がついたと思う児童が８０％以上である。

学
力
の
向
上

基礎・基本の確実な定着
や、主体的に学ぶ力を

育成をする

生きて働く言語の力を育成
する

国語科を中心として、言語活動を
位置づけた授業の実践研究を行
う。

１領域において実践研究を行う。 どの領域についても言語の力がついたと思う児童が８０％未満である。

個に応じた学習方法の工
夫をする

帯時間（Ａ小タイム）と学力補充の
時間（月６）の活用を図る。

年間計画を作成し、内容の８０％を全学年が実践する。 Ａ小タイムと月６の学習で、基礎・基本の力がついたと思う児童が８０％以上である。

年間計画を作成し、内容の６０％を全学年が実践する。 Ａ小タイムと月６の学習で、基礎・基本の力がついたと思う児童が６０％以上である。

年間計画を作成し、内容の４０％を全学年が実践する。 Ａ小タイムと月６の学習で、基礎・基本の力がついたと思う児童が４０％以上である。

帯時間と学力補充の時間の年間計画を作成する。 Ａ小タイムと月６の学習で、基礎・基本の力がついたと思う児童が４０％未満である。

算数科における小単元での　小
テストを実施し、個に応じた指導
に生かす。

テスト実施率１００％である。 小テストの平均点が８０点以上である。

テスト実施率８０％以上である。 小テストの平均点が７０点以上である。

テスト実施率６０％以上である。 小テストの平均点が６０点以上である。

テスト実施率６０％未満である。 小テストの平均点が５０点未満である。

楽しみのある読書活動を
推進する

各学年で、年間計画の中に読書
量を増やしたり読書の質を高めた
りする取組を位置づけ、実践す
る。

年４回以上の取組を行う。 年２回のテーマ読書（各１０冊）に取組んだ児童が９０％以上である。

年３回の取組を行う。 年２回のテーマ読書（各１０冊）に取組んだ児童が７０％以上である。

年２回の取組を行う。 年２回のテーマ読書（各１０冊）に取組んだ児童が５０％以上である。

年１回の取組を行う。 年２回のテーマ読書（各１０冊）に取組んだ児童が５０％未満である。

豊
か
な
人
間
性
の
育
成

体験活動の活性化と、規
範意識の充実を図る

日常生活の中で、よりよい
人間関係づくりに努める

あいさつが自主的にできるような
取組を行う。

全校児童が参加できるあいさつの取組を年４回以上計画し実践する。 進んであいさつできる児童が８０％以上である。

全校児童が参加できるあいさつの取組を年３回計画し実践する。 進んであいさつできる児童が６０％以上である。

全校児童が参加できるあいさつの取組を年２回計画し実践する。 進んであいさつできる児童が４０％以上である。

全校児童が参加できるあいさつの取組を年１回計画し実践する。 進んであいさつできる児童が４０％未満である。

清掃活動の充実を図る。

清掃活動を充実する取組を年４回以上計画し実践する。 進んで掃除に取組むことのできる児童が８０％以上である。

清掃活動を充実する取組を年３回計画し実践する。 進んで掃除に取組むことのできる児童が６０％以上である。

清掃活動を充実する取組を年２回計画し実践する。 進んで掃除に取組むことのできる児童が４０％以上である。

清掃活動を充実する取組を年１回計画し実践する。 進んで掃除に取組むことのできる児童が４０％未満である。

教
育
の
推
進

ま
ち
ぐ
る
み
に
よ
る

地域に根付いた教育を
推進する

地域人材の活用による活
性化した学習を進める

地域の人材バンクを充実し、活用
する。

全学年が地域の人材バンクを活用する。 地域に対する肯定的な気持ちが高まった児童が」８０パーセント以上である。

５学年が地域の人材バンクを活用する。 地域に対する肯定的な気持ちが高まった児童が」６０パーセント以上である。

地域と連携した幅広い教
育を進める

家庭及び地域社会と連携して安
全マップを活用し、安全指導の充
実を図る。

学区の安全を見直す取組を年４回以上計画し実践する。 安全を心がけた登下校ができるようになった児童が８０％以上である。

学区の安全を見直す取組を年３回計画し実践する。 安全を心がけた登下校ができるようになった児童が６０％以上である。

４学年が地域の人材バンクを活用する。 地域に対する肯定的な気持ちが高まった児童が」４０パーセント以上である。

３学年が地域の人材バンクを活用する。 地域に対する肯定的な気持ちが高まった児童が」４０パーセント未満である。

健
康
教
育
の
推
進

健康でよりよい生活を送
る力を育成する

基本的な健康つくり・体力
つくり「食べる・遊ぶ・寝る」
の充実を図る

食生活の向上を目指した取組を
行う。

食生活の向上を目指した取組を年１つ行う。 意識の高まりが見られる児童が４０％未満である。

学区の安全を見直す取組を年２回計画し実践する。 安全を心がけた登下校ができるようになった児童が４０％以上である。

学区の安全を見直す取組を年１回計画し実践する。 安全を心がけた登下校ができるようになった児童が４０％未満である。

食生活の向上を目指した取組を年４つ以上行う。 意識の高まりが見られる児童が８０％以上である。

食生活の向上を目指した取組を年３つ行う。 意識の高まりが見られる児童が６０％以上である。

食生活の向上を目指した取組を年２つ行う。 意識の高まりが見られる児童が４０％以上である。

体力つくりの意識の向上を目指し
た取組を行う。

体力つくりの意識の向上を目指した取組を年４つ以上行う。 体力つくりに積極的に取組んだ児童が８０％以上である。

体力つくりの意識の向上を目指した取組を年３つ行う。 体力つくりに積極的に取組んだ児童が６０％以上である。

体力つくりの意識の向上を目指した取組を年２つ行う。 体力つくりに積極的に取組んだ児童が４０％以上である。

体力つくりの意識の向上を目指した取組を年１つ行う。 体力つくりに積極的に取組んだ児童が４０％未満である。

生活リズムの実態把握を通して，
児童の課題をつかみ，取り組み
や啓発活動につなげる。

生活リズム改善の啓発に関する取り組みを年３回以上実施した。 改善しようと意識できた児童が８０％以上いた。

生活リズム改善の啓発に関する取り組みを年２回実施した。 改善しようと意識できた児童が６０％以上いた。

生活リズムに関する取り組みを年１回実施した。 改善しようと意識できた児童が４０％以上いた。

生活リズムに関する取り組みを実施しなかった。 改善しようと意識できた児童が４０％未満だった。

例示

様式１
資料３
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